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「分子細胞生物学B」は3人の教員で担当していて、

それぞれ自身の専門に関わりの深い分野を教える。

仙波教授は、「細胞内区画とタンパク質の識別1、2」

と「細胞内における小胞輸送1、2」の計4回及び中

間試験を担当している。「生命医科学科では、生物

系の基礎研究をやろうという学⽣もいれば、医療材料

を扱うような工学系に進む学生もいます。どんな方向

に進むにしても、個体を構成する細胞の働きや性質は

詳しく理解しておかなければなりません。その意味で、

『分子細胞生物学』は非常に重要な科目です」。

「分子細胞生物学」の科目はA〜Cまであり、一つ

のセットととらえると、⽣命医科学科では最も⻑期にわ

たって学ぶ必修科目になるという。A〜Cのすべてで

『THE CELL 細胞の分子生物学 第6版』という

1600ページ近くある書籍をテキストとして使用するが、

授業では別途レジュメも作成している。「他の先生方

も同じだと思いますが、テキストをベースに専門分野の

知⾒を⽣かして授業を組み⽴てています。私の場合、

専門は癌なので、た

癌細胞の情報伝達

います」。
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で、穴埋め式問題を間違える人はほとんどいません。

解答は、Course N＠viのレビューシート機能を使って

アップしてもらい、出席点としてカウントしています」と仙

波教授。正解は翌週のレジュメに記載して、自己採

点してもらっているとのこと。また、特に重要なキーワー

ドは、次の授業の冒頭で再度取り上げて復習すること

もあり、「穴埋め式問題」⇒復習の流れが基礎知識を

しっかり固める工夫となっている。

まとめの「穴埋め式問題」に加えて、仙波教授がもう

一つ授業に取り入れているのが「クイズ」だ。「クイズ」と

いう名前は付いているが、授業の「応用編」とも言える

内容となっている。「たとえば、タンパク質を電気泳動し

てこういう結果が出ました、というときに、なぜその結果

が出るのかを考えさせるといった問題です」。ただし、

「分子細胞生物学B」の授業では実際に実験をする

機会はない。また、必ずしも授業中にその理由を詳し

く説明しているわけでもないため、学生にとってはやや

ハードルの高い問題だという。「『まとめ』の穴埋め式問

題と同じようにレビューシートに解答を書いてもらいます

が、こちらは任意ということもあり答えを書く学生は多く

はありません」。

なぜこの「クイズ」を実施しているのか。仙波教授は

次のように語る。

「⽣物系の科⽬は、化学や物理のように演習問題

を解く機会が少なく、どうしても記憶することに偏りがち

ですが、何らかの現象をただ覚えるのではなく、それがど

んな実験に基づいているのか、なぜそうなるのかといった

部分を勉強してほしいからです」。前述のとおり、授業

では実験⾃体は⾏わないが、実験をしないと何もわか

らないという状態は望ましくないとも指摘する。「研究

室に配属されて実験をする際には、実験の各ステップ

やその際に何が起きているかをある程度イメージできな

いと、目の前の作業だけにとらわれてしまうためです」。

なお、「クイズ」の解答についても、次の回の冒頭で詳

しく解説している。

すでに5〜6年、現在のやり⽅で授業を進めているが、

レジュメのマイナーな修正はあるものの、内容や進め方

などを大きく変える予定はないという。「この分野に関す

る新しい研究もありますが、最先端の知⾒は研究室

に進んでから学べば十分だと考えています。ただ、今は

座学で教員だけが一方的に話をするスタイルなので、

その点は改善の余地があるかもしれませんね」。

また、学生からはやはり「『クイズ』が難しすぎる」という

声が多いが、仙波教授は「クイズ」は続けていくつもりだ。

「先ほどお話したように、『クイズ』は実施する目的、意

味がはっきりしているからです。実際、私の研究室に

⼊ってくる学⽣に志望理由を聞くと、先⽣の授業の『ク

イズ』で鍛えられたのが面白かった、考える訓練になっ

たと言われることがよくあります。解答してくれる学生を

増やす取り組みはしていきたいと考えていますが、『やっ

てよかった』という声がある限りはやめることは考えてい

ません」。

研究室に⼊る頃になってわかる、思考⼒を鍛える
"難しすぎる"「クイズ」の効果


